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3 授業実践後の生徒の回答

この授業実践では, ドラクロワの ｢民衆を導 く自由の

女神｣からくる七月革命のイメージと対比する形でド-

ミ工の訊刺画に措きだされた七月王政の実態を,授業者

の解説を聞きつつ生徒に感じ取ってもらうことに主眼が

おかれている｡ この授業展開に関しては,｢｢民衆を導く

自由の女神｣がColdPlayのVivaLaVidaのジャケッ

ト19に使われているので親近感がわいた｡｣との回答に

あるように,ここ数年の生徒にとっては身近に感じられ

る ｢民衆を導 く自由の女神｣の背景とド-ミエの訊刺画

との対比は感情移入Lやすかったようである｡ だが一方

で,｢絵画 ･訊刺画 ･資料はそれらだけでは,半分の価

値しかなく,よく知っている先生の解説が重要だと思い

ます｡｣との回答のように,ナビゲーターとしての授業

者の役割の重要性を指摘するものもみられた｡

この授業に対する生徒の回答には,｢革命に対する期

待が表れたのが ｢民衆を導く自由の女神｣だったのだろ

うが,結局は期待通りではなく,その失望が ｢七月の英

雄｣などに表れていると思う｡｣,｢革命時の人々の熱気

とその後の悲観的な見解が対照的｡｣,｢｢七月の英雄｣に

ついて革命の難しさを感じた｡背中から悲しみの感じら

れる1枚は,人間の力ではどうにもならない世の流れ

の力のむなしさが表れている｡｣,｢｢民衆を導 く自由の女

神｣は市民の力による勝利というものが大きく措かれて

いたが,｢七月の英雄｣でみる民衆の力のなさというも

のが,イコール ｢ガルガンチュア｣や梨王の絵での反発

になっていると感じた｣,｢革命への人々の使命感 ･期待

や昂揚を感じさせる ｢民衆を導く自由の女神｣から一転

し,｢七月の英雄｣やルイ-フィリップの訊刺画からは

政治に対する皮肉や無気力な印象をうける｡ 大きな期待

を寄せていた革命が,終わってみれば自分たちの生活に

あまり変化を与えてくれなかった事実に,人々の落胆も

大きかったのだろう｡｣などのように,七月革命に対す

る民衆の落胆ぶりやむなしさを感じたとのものが目立っ

た｡殊に,｢｢七月の英雄｣は,タイトルだけ聞くと,英

雄が勇ましく措いいてあるのかなと思うけど,実際見て

みるとそんなに良い内容を措いたものではなく,英雄

だったということがかけらも残っていなくて悲しい感じ

がした｡｣,｢ド-ミエの ｢七月の英雄｣があまりにも題

名とかけ離れた絵で,説明を聞くと更に辛い内容であっ

たので印象に残っている｡ 当時,七月革命に対する期待

を裏切られた失望と生活の困窮がうかがえた｡｣との回

答のように, ド-ミエの訊刺画 ｢七月の英雄｣のタイト

ルと訊刺画自体とのギャップが大きな印象を生徒に与え

たことがみてとれる｡

また,ルイ-フィリップに関する訊刺画に対しては,

｢ルイ-フィリップの梨王の訊刺画は,最初英雄とされ

たルイ-フィリップが見事にこけにされていて面白かっ

たし,世論の転換の激しさを感じた｡｣,｢ルイ-フィリッ

プも小馬鹿にされていて,民衆の不満がたまっていたの

だろうと思いました｡｣,｢梨王の訊刺画は革命後の民衆

のがっかりと怒りを伝えるに十分だった｡｣などのよう

に,民衆の不満が国王にぶつけられていることを述べる

ものが多かったが,一方で ｢(｢ガルガンチュア｣で)税

金が口-運ばれ大食漢になっているルイ-フィリップ

をみて,彼に少し同情の念が起こった｡｣,｢国の最高権

力者となった人は,･-このような皮肉をもって措かれて

しまうのは少し可哀そうだと思った｣,｢訊刺画にされた

ルイ-フィリップはなんだか可哀そうだと思いました｡

顔を邦旅され,いじられるのは自分的にはとても嫌だ｡｣

とその訊刺の酷さに対する同情や不快感を述べるものも

あった｡なかには,｢フランスって,フランス入ってく

だらないよねと友達と話しました｡けれど,人の顔をか

らかうなど今と何も変わらない当時の人々に親近感を覚

えたし,その人間臭さで歴史が動いてきたのだと思うと,

なんだか面白く思えてきて世界史がより好きになりまし

た｡｣のように, 訊刺画から当時の民衆に親近感を覚え

たとの回答もあった｡

Ⅱ 自由主義と改革-イギリス～ 『punch』

｢劇場支配人の部屋にて｣の活用事例として-

1 実践前の授業にて

イギリス産業革命の授業であつかった｢コレラの王宮｣

(1852年 9月号)｢テムズ父さんがロンドン美神に子供たち

を紹介一新国会議事堂の壁画デッサン-｣(1858年7月3

日号)｢ロンドンの水浴びの季節-さあおいで !テムズ川

じいさんのところにきて緒麓に洗いな-｣(1859年 6月18

日号)20やウィーン体制期のイギリスの自由主義改革であ

つかった ｢ピールの安売 りパン屋 1846年 1月22日開

店｣(1846年 1月22日号)21,アイルランド問題に関する｢ア

イルランドのシンデレラと高慢な姉たち (イングラン

ドとスコットランド)｣(1846年4月25日号)22,1848年革

命に関する ｢コックボー トに乗る国王たち｣(1848年 4月

8日号)23など 『punch』に掲載された訊刺画は授業内で

度々使用してきており,授業実践が行われる段階で生徒

にとっては比較的なじみやすい訊刺画となっている｡ こ

の授業で取扱う19世紀の 『punch』の訊刺画の中には,

『不思議の国のアリス』『鏡の国のアリス』の挿絵画家と
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様で不安だが-)を観たいと思うだろうけど,実際の政

策的にはグラッドス トンの方が良いと思う｡｣,｢政策的

にはグラッドストンの方が優れていた気がする｡理由は,

あくまで表面的に見えるのは結果論だから｡｣といった

自分が当時の有権者であればどちらを支持したのかを考

えた上での回答もみられた｡

なお授業実践例Ⅱのルイ-フィリップに対する訊刺

-の印象 もあってか,｢2人の党首が交代で政治をして

いることを人々は面白がっているのだが,その政策につ

いてはその性格とともに好意的にうけとっていたのだろ

う｡｣,｢面白おかしく措かれた2人はなんだかんだ愛さ

れていたのだと思う｡｣,｢国民は2人のバ トルを楽しん

でいたに違いない｡｣,｢デイズレ-リで遊んでいるよう

な絵はたくさんありましたが,どれも彼を否定したよう

な感じはなく,民衆は彼のことがそんなに嫌いではな

かったんじゃないかなと感じました｡｣といった回答も

あった｡

また,｢作者は自由党 ･保守党どちらの派なのか気に

なる｡｣のように,『punch』の政治姿勢を知りたいとの

声もあった｡(なお,『punch』自体はこの授業で取扱っ

た時期は政治的な中立姿勢を保ったとされるが,デイズ

レ-リの帝国主義を手厳しく非難したりもしたため,グ

ラッドス トンは1893年に 『Punch』は自由党びいきと

評したという｡ 一方,デイズレ-リは,｢存じ上げてま

すわ !『punch』でお見かけしたんですもの !｣といわ

れた経験をもつように,この雑誌に掲載された訊刺画で

広く顔を知られるようになり,自身をこきおろす訊刺画

に親しみを覚えていたともされ,『punch』に掲載され

た自らの訊刺画を全て保管していたという｡30)こうし

た訊刺画を措いた人物ないしは掲載された雑誌の立場を

考慮して訊刺画をみようという姿勢は,歴史資料を読み

込む上で重要な視点であり,それを生徒が訊刺画をみる

際に感じるようになったことにも気付かされた｡

資料を用いた授業に対する生徒の認識

授業実践後に実施した,｢訊刺画などの資料を用いた

授業をどう感じるか｣という生徒に対するアンケー ト

には,｢視覚から入った情報は頭の中で再現されやすく,

非常に有意義である｣,｢19世紀のヨーロッパの様子な

んて予想すらできなかったので訊刺画によって分かりや

すくイメージがつかめるようになった｣,｢訊刺画を用い

た授業は,歴史上の出来事をただ知識としてだけではな

くイメージで覚えることができるので,様々な関連した

知識を覚えられてとても良いと思う｣,｢言葉よりも印象

がつよく残るので分かりやすかった｡｣,といった,訊刺

画等の資料の視覚的効果を指摘する回答が多くよせられ

た｡中には,本稿に記載した授業以外で音楽なども使用

していることも踏まえてか,｢歴史を深く理解するため

にとても有効だと思う｡ 五感を使うことで色々な実感が

わき,生々しさを与えてくれる｡ 訊刺画は絵の中の一挙

一動に意味があって,時代を広い視野で (マクロ的な視

点で)みることができると思う｣との回答もあった｡また,

｢印象に残るし,伝えたいことがわかるととても面白い｡

聞いているだけだと疲れてしまうので,参加できる授業

でいいと思う｡｣と授業が双方向的になされる効果に言

及するものもあった｡｢逆に資料を使わない歴史の授業

とは何なのかがわからない｡その当時の価値観,考え方

がわかるのでいいと思う｡｣との回答もあり,本校の日

本史A (1年次必修科 目)とこの2年次の世界史Aの

授業で,こうした歴史科目の授業スタイルが本校の生徒

に定着しつつある様もみてとれた｡

これに加え,｢当時の人々がそれらの事件をどう感じ

ていたのか,編集 ･修正されていない生の声を聞けるよ

うで興味深かった｣,｢訊刺画は,その当時の人々の感情

がダイレクトに伝わってくるので良かった｡｣,｢ただ文

章を読み取るものよりも格段に理解がLやすかった｡ま

た民衆の気持ちがよく反映されているのでおもしろいも

のが多く,当時の出来事の背景も理解しやすくなった｡｣
といった趣旨の回答が多 くみられた｡｢資料をつかうと

当時の人々がその事柄についてどのように考えていたか

ということや,現代人とは違った見方をすることができ

て新発見になる｡ 現代からみるこの時代とその時代から

みての時代のギャップを教えてくれる教材になる｡｣と

あるように,生徒の中には過去の人々との認識のギャッ

プを楽しむ者もいれば,｢訊刺画は自分たちとおなじ目

線で物事をとらえているような気がして共感しやすかっ

た｡｣,｢訊刺画 ･絵画や文献は,その当時の人のリアル

な心情がより伝わってくる感じがして,とても面白いで

す｡｢今とあんまり考えていること自体変わらないんだ

な｣とかいうちょっとした発見も多々｡｣と あるように

自分と同じ人間の思いに共感できたとの回答もあった｡

なおこうした類の回答には,｢訊刺画は自分たちと同じ

レベルの一般市民がどう感じていたかということがうか

がえるものだと思うので,反乱が起こった原因などを推

察するのに参考になってよいと思う｡｣と書かれている

こともあり,生徒の多くは自分たちを一般市民ないしは

庶民ととらえていることも分かった｡

歴史科目は暗記科目であり苦手,苦痛と答えた生徒の
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